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能
「
高

砂
」
擾

久
太
郎

和
幸

仲
明



ご

あ

い

々
ヽ
つ

よ
う
こ
そ
梅

岡
會
別
會

に
お
越
Ｌ
ヽ
く
だ
１

木
日
は
。
私
が
能

一
高
砂
」
後
を
弟
の
伸
明
が
能

ア
江
口
」
を

路
め
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

人
絹
国
宝

の
小
紋
大
倉
流
宗
寮

大
倉
源
次
郎
師
を
は
じ
め

当
代
一
流

の
出
演
者

に
よ
り
ま
す
能
　
狂
言
を
御
堪
能
項
け

れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

御
来
場
に
感
謝
と
と
も
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
十
一
月
十
ｆ一
日
吉
日

九
世

梼
岡
久
太
郎

一
今
宵

ば
逐
女

の
謡
ふ

舟
遊
一

今
宵

の
舟
遊
び

は
　

い
い
も
の
に
て
候

ま

づ
は
　

遣

州
茶
道
宇
家

の
御
呈
答

御

菓
子

は
　

好

み

の
赤
坂

‐
艦
野

王
客

の
御
草
子
ｔ

の
み
　

野

Ｓ
 。ｋ
'４
￥

御
神

油
一
ド
ン
　

ペ
リ

’一
ヨ
ン

ー
に
舌
鼓

お
舞
台

も
悪
太
郎

は
太
一
昨

高
砂
は

住
吉

へ
　

江

口
は
淀
川
を
巡

り

高
砂

の
神
舜
が
　

爽

や
か
な
薄
茶

石

の
森

】
な
ら
ば

・鋳
口
の
序

ノ
舞
は
　

４
ｒ
 ５ｕ
‐ｘ
'ｘ
］‐
1‐４２
濃
茶
｛
一
玄
乃
白
‐‐

そ
し
て
　

お
舞

台
で

の
お
供

ご
素

内
は
　

私

ど
も
遊
女

が

心
を
薮

め
て

動

め
申
ｋ
候

ゆ
え
　

皆
様

お
帰

り
の
頃

に
は

住
吉
叫

神
様

と

普
賢
菩

薩

様

を
ご

覧

い
た
だ
け

る
こ
と
と
思
ひ
候

江

口
の
里

の
遊
女
　

橋

岡
仲
明

プ
ロ
グ
ラ
ム

連

吟

「
乖

代

乃
薫

」

安
達
修
子

橋
岡
伸
明

江
本
知
正

斉
藤
和
則

仕
舞

「
小

袖

曽

我
」

・ソ
テ
　

安
迷
修
子

ッ
レ
　

宮
内
美
樹

地
謡
　

橋
岡
伸
明

坪
内
瓦
勝
之

荒
木
亮

岩
峙
哲
也

斉
藤
和
則

仕

舞

「
三

輪

」

・ど
７
　
梅
若
修
一

地
謡
　
岡
田
晃
一

梅
若
雅
一

山
中
返
品

狂
言

「
悪

太

郎

」

シ
ース
　
野
村
太
一
郎

Ｋ
Ｉ‐
‘
　
Ｓ
Ｅ
博
治

小
ア
ド
中
村
修
一

後
見
　
飯
田
奈

働
き
　
石
皿
淡
朗

能

「
商
砂
」
後

シ

タ

缶 脇 脇 脇

ツ　ツ

1ｙ　ｙ

大
蚊

小
鼓

太
鼓

後
見

地
謡

能

「
江
口
」

ソ
テ

脇
ヅ
び

錨
タ
レ

大
鼓

小
鼓

後
見

地
謡

掩
阿
久
太
郎

損
王
和
串

村
徊
挺

矢
野
品
平

凛
田
貴
寛

亀
井
洋
佑

大
倉
源
次
郎

小
寺
真
佐
人

梅
若
修
一
　
岡
田
晃
一
　
梅
若
雅
一

斉
藤
和
則

山
中
廷
品

安
達
鈴
子

坪
内
苑
路
之

岩
崎
哲
也

耕
岡
仲
明

土
田
英
貴

荒
木
亮

(４
Ｓ
　
ｇ
ｔ
）

植
関
伸
明

土
田
英
資

宮
内
美
樹

福
田
和
幸

村
瀬
提

矢
野
昌
平

高
野
和
憲

成
田
寛
人

大
倉
栄
太
郎

幸
　
正
昭

梅
兼
修
一

斉
藤
和
則

安
達
修
子

岩
崎
哲
也

岡

田

晃

一
　

梅

若

雅

一

山

中

逞

晶

荒

木

亮

坪

内

苑

池

之

Ｒ

時
．吸
終
了
回

忌



解
説

連
吟

「
幸
代

乃
薫

」

お
め
で
た
い
行
事
や
御
祝
い
事
に
橋
岡
仲
羽
社
中
で

よ
く
誹
う
短
い
小
謡
。

仕

舞

「
小

袖

曽

我

」

仰
我
の
里
に
い
る
母

を
曽
我
十
郎
祐
成
と
五
郎
時
致

兄

弟

が
訪
ね
。
父
河
津
三
郎

の
仇
討
ち
を
す
る
こ
と

を
伝
え
、
門
出
の
盃
を
交

わ
し
、
兄
弟
は
名

残
の
・
舞
を

舞
い
ま
す
。

仕

舞

「
三

輪
」

Ξ
松
山
の
麓
の
杉
木
立

の
な
か
、
現
実
の
世
界
か
ら
、

魔
法
に
か
け
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
、
だ
ん
だ
ん
あ
』、
不

思
議
な
あ
ち
ら
側
の
吐
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
で
い
き

ま
す「
。

梅
若
修
一
師
の
熾
し
報
の
舞
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

能

「
高

砂

」
後

友
成
の
一
行
は
、
松
の
妖
精
の
老
夫
婦
の
後
を
』追
り
で
、

刈
の
出
‐
ぐ
と
ｂ
に
小
舟
を
出
し
３
１
＆

＆
浦
か
ら
一
路
、

住
吉
へ
向
か
い
ま
す
。
住
吉
の
岸

に
着

く
と
、
当

体
の

月
下
の
住
吉
明
神
は
、
神
々
し
４

颯
爽
と
舞
い
、
悪
魔
を

払
い
の
け
。
君
民
の
長
寿

を
寿
ぎ
。平
安
な
世
を
祝
福

す
る
舞
を
舞
い
ま
す
。

狂

言

［

悪

太

郎

］

乱

暴

者

の

悪

太

郎

は

、
酒

を

飲

む

こ

と

を

非

難

す

る

伯

父

を

脅

し

て

や

ろ

う
Ｉ
と
、
長

刀

を

携

え

て

出

か

け

て

い
ぐ

。
と

こ

ろ
・
か
、
そ

こ

で

も

散

々
酒

を

飲
・
み

。
良

い

概

嫌

に
な

る

と

、
帰

る

道

す

が
ら

寝

込

ん
で
し

ま
・
乙

悪

人

正

哉
（

恵

人

こ

そ

が
仏

に
救

わ

れ

る

対

象

で

あ

る

と

い
う

こ

と

）
を

ユ
ー
モ
ーフ
ス
に
描

き

ま

す

。

上

演

時

問

句

分

を

越

え

る
大

曲

で

す

。
野

村

太

一

郎

師

の

熱

演

に

ご

期

待

く

だ

さ

い
。

能

「
江

ロ

ー

旅
噌

が
摂
津
の
閥
江

口
の
里
で
遊

女
江

口
の
君
の

旧

跡

に
立
ち

寄

り
、
昔

西
行

法

師

が
宿

を
新

ら
れ

【
世
の
申
を
厭

う
ま
で
こ
そ
難
か
ら
め
　
仮
の
宿
り
を

惜
し
ひ
君
か
Ｘ
Ｊ
‘Ｕ
詠
ん
だ
和
歌
を
口

ず
さ
ひ
と

】
人

の
女

が
現
れ
「
法

師
さ
ま
を

遊
女

の
単
に
泊
め
ら
れ

な
か
り
た
の
で
｛
占
弁
解
し
、
自
ら
が
江
口
の
君
の
幽
霊

と

名
の
り

姿
を
消
す
。
僧

が
夜
更

け
に
江
口
の
君
を

弔
っ
て
い
る
と
月
夜
の
川
面

に
屋
形

船
に
乗
っ
た
江
口

の
君

が
現

れ
昔
の
船
遊

び
の
様
子
や
避
女
の
境
涯
を

述
べ
た
舞

を
鮎

い
、
や
が
て
そ
の
姿
は
普

賢
菩

薩
と

な
っ
て
西
の
空
へ
消
え
去
り
て
い
き
ま
ふ
ち

能

の
中
で
も

艶

め
か
し

い
文

章
と

し

ご
と
り

し
た

風

情
で
楽
し
む
秋
の
名
曲
で
宋

-　　-　　-
｜

蕎
麦
の
里
と
曾
わ
れ
る
金
砂
郷

址
上
級
の
祷
麦
粉
を

便
り
だ
打
ち
た
て
り
蕎
麦
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い

各
轟
恥
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上

生

菓

子

繊

徊
な

造

作

と
色

鮮

や
か
な
上

生

菓
子

は

季

節
毎

に
趣
を
変
え
、
一
つ
一
つ

心

を

込
め

て
作

り
上

げ
て

お
り
ま
す

。
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㎜

干

菓

子

四
季
新
々
の
花
鳥
風
月
を
溝
材
の
持
ち
味

を
生
か
し
な
が
ら
ご

つ
石

色
彩
甕
か
に

作
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
け
き
が
主
張
し

す
ぎ
ず
凰
味
が
よ
く
、
口
の
中
で
心
地
よ

く
ほ
ど
け
る
よ
う
仕
上
げ
で
お
り
ま
す
。

吽
ｔ

司

】
　察

塩

昿
丿
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